
分
電
盤
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
の
は
、愛
知
県
に

本
社
を
置
く
日
東
工
業
株
式
会
社
様
。「
ス

イ
ッ
チ
の
日
東
工
業
」「
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
日

東
工
業
」と
業
界
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
名
の
知

ら
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が

な
で
す
。

　

か
つ
て
の
万
博
会
場
に
も
程
近
い
愛
知
県

長
久
手
市
に
あ
る
本
社
で
、機
器
開
発
部 

加

納
利
春 

部
長
、機
器
開
発
部 

片
岡
賢
司 

担

当
係
長
、配
電
盤
開
発
部 

宮
山 

将
氏
の
3

氏
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　　　　　　　　　　　　　　概要

本社所在地	：愛知県長久手市蟹原 2201 番地
設	 立	：1948（昭和 23）年 11月
取締役社長 COO：佐々木　拓郎
従		業		員		数	：	 連結 3,100 名　
	 	 	 単体 1,761 名（2018 年 3 月 31日現在）
事		業		内		容	：	 高圧受電設備、分電盤、ホーム分電盤、
	 	 	 光接続箱、金属製キャビネット、
	 	 	 樹脂製ボックス、システムラック、
	 	 	 ブレーカ、開閉器、充電スタンド、
	 	 	 熱関連機器などの電気機械器具製造、
	 	 	 販売　発電および売電事業
H	 P	 ：https://www.nito.co.jp/
沿	 革	：	
1948年　日東工業株式会社設立
1951年　カバー付ナイフスイッチの製造・販売
1963年　分電盤の標準化を推進
1966年　高圧受電設備に進出
1967年　鉄製キャビネットの製造・販売
　　　　 名古屋工場（愛知県）新設
1970年　愛知県瀬戸市から愛知県長久手市に本社を移転
1974年　菊川工場（静岡県）新設
1975年　ブレーカの製造に着手
1980年　システムラックの製造・販売
1983年　浜松工場（現磐田工場）（静岡県）新設
1992年　中津川工場（岐阜県）、佐賀厳木工場（現唐津工場）（佐賀県）新設
1996年　東証・名証第一部上場
1997年　花巻工場（現東北日東工業株式会社）（岩手県）新設
1999年　栃木野木工場（栃木県）新設
2008年　掛川工場（静岡県）新設

ヒットブランド
の源泉

Vol.16メーカーリレー訪問

日東工業株式会社
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編
集
部　
ま
ず
は
、
皆
様
の
簡
単
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
お
伺
い
し
ま

す
。

加
納　
1
9
8
7
年
に
入
社
し
ま

し
て
、
生
産
部
門
、
品
質
部

門
、
開
発
部
門
と
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
間
、
2
0
1
1
年
に

は
当
社
の
タ
イ
子
会
社
で
あ
る

E
L
E
T
T
O
に
も
2
年
半
程
赴

任
し
て
い
ま
す
。

片
岡　
2
0
0
4
年
に
入
社
し
て
す

ぐ
試
験
部
門
に
配
属
さ
れ
、
菊
川

工
場
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
で
製
品
試

験
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
現
在
ま
で
機
器
開
発
部
で

ブ
レ
ー
カ
の
開
発
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
私
も
、
新
商
品
量

産
化
の
時
に
は
短
期
間
で
す
が
、

E
L
E
T
T
O
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。

宮
山　
私
は
2
0
1
0
年
に
入
社
し

て
か
ら
現
在
ま
で
、
配
電
盤
開
発

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
て
、
太
陽

光
発
電
関
連
製
品
の
集
電
箱
、
配

電
盤
の
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　

E
L
E
T
T
O
は

2
0
1
1
年
に
洪
水
被
害
が
あ
り

ま
し
た
ね
。

加
納　
は
い
、
直
後
の
着
任
で
し
た

の
で
、
ま
ず
は
清
掃
か
ら
始
め
ま

し
た
。
被
害
は
大
き
か
っ
た
の
で

す
が
、
全
社
一
丸
と
な
り
対
応
し
、

工
業
団
地
内
で
最
も
早
く
復
旧
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
思
い
出
深

い
で
す
ね
。

高
圧
か
ら
低
圧
ま
で
、プ
ラ
グ
イ
ン
タ

イ
プ「
i 

S
E
R
I
E
S
」を
展
開

編
集
部　
配
電
盤
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
至
っ
た
の
は

確
か
な
製
品
づ
く
り
が
基
礎
に
あ

ヒットブランド
の源泉 Vol.16

も
の
づ
く
り
の
強
み
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
る

新
規
開
発
に
あ
り
！
　

左：宮山 将 配電盤開発部　中：片岡賢司 機器開発部担当係長　右：加納利春 機器開発部部長
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る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
日

東
工
業
の
も
の
づ
く
り
の
特
長
、

強
み
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

加
納　
高
品
質
・
短
納
期
を
実
現
す

る
生
産
体
制
や
、
豊
富
な
試
験
設

備
と
評
価
技
術
で
顧
客
満
足
を
追

求
す
る
こ
と
、
幅
広
い
要
望
に
応

え
る
日
東
工
業
グ
ル
ー
プ
の
総
合

力
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
私
が

思
う
の
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

生
ま
れ
る
新
規
開
発
で
す
。

編
集
部　
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

加
納　
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
Ａ

Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
な
ど
私
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
今
ま
で

の
や
り
方
を
継
続
す
る
だ
け
で

は
、
変
化
に
対
応
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
＝
革
新
」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

発
想
で
生
ま
れ
た
の
が
、
「
i　

S
E
R
I
E
S
」
に
な
り
ま
す
。

編
集
部　
ど
う
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
な

の
で
し
ょ
う
。

加
納　
結
線
部
を
プ
ラ
グ
イ
ン
タ
イ

プ
に
し
た
こ
と
で
、
省
ス
ペ
ー

ス
・
省
施
工
を
実
現
す
る
高
圧
か

ら
低
圧
ま
で
の
配
・
分
電
盤
シ

リ
ー
ズ
で
す
。

宮
山　
プ
ラ
グ
イ
ン
タ
イ
プ
な
ら
、

作
業
時
の
停
電
時
間
を
短
く
す
る

こ
と
が
で
き
、
保
守
点
検
時
の
増

し
締
め
も
不
要
に
な
る
な
ど
、
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

片
岡　
具
体
的
に
は
、
ア
イ
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
（
プ
ラ
グ
イ
ン
高
圧
受
電

設
備
）
、
ア
イ
パ
ワ
ー
（
プ
ラ
グ

イ
ン
幹
線
分
岐
盤
）
、
ア
イ
セ
ー

バ
（
プ
ラ
グ
イ
ン
電
灯
・
動
力
分

電
盤
）
、
プ
チ
セ
ー
バ
（
プ
ラ
グ

イ
ン
小
型
高
性
能
電
灯
分
電
盤
）
、

今
日
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ア

イ
セ
ー
バ
コ
ン
パ
ク
ト
（
協
約
形

プ
ラ
グ
イ
ン
小
型
動
力
分
電
盤
）

と
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
。

編
集
部　
な
る
ほ
ど
、
プ
ラ
グ
イ
ン

が
コ
ン
セ
プ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
と
い

う
訳
で
す
ね
。
「
i
（
ア
イ
）
」

は
ど
う
い
っ
た
意
味
で
す
か
。

加
納　
i
n
n
o
v
a
t
i
o
n
、 

i
n
t
e
l
l
i
g
e
n
t
、
な
ど

か
ら
の
頭
文
字
を
と
っ
て
い
ま
す
。

27

業
界
最
小
！

協
約
形
プ
ラ
グ
イ
ン
小
型
動
力
分
電
盤

「
ア
イ
セ
ー
バ
コ
ン
パ
ク
ト
」を
開
発

スリム

（スリム
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編
集
部　
そ
れ
で
は
、
ア
イ
セ
ー
バ

コ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

片
岡　
省
ス
ペ
ー
ス
、
高
機
能
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
対
応

し
た
革
新
的
な
動
力
分
電
盤
で
す
。

（
※
動
力
分
電
盤
＝
工
場
や
店
舗
な
ど
で

使
わ
れ
て
い
る
動
力
（
三
相
）
機
器
に

電
源
を
送
る
た
め
の
ブ
レ
ー
カ
や
制
御

装
置
な
ど
を
搭
載
し
た
分
電
盤
）

編
集
部　
ど
の
あ
た
り
が
革
新
的
な

の
で
し
ょ
う
。

片
岡　
動
力
分
電
盤
に
搭
載
さ
れ
る

協
約
形
3
P
ブ
レ
ー
カ
は
、
業
界

で
約
40
年
も
の
間
、
サ
イ
ズ
（
ヨ

コ
寸
法
75
㎜
）
に
変
更
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
サ
イ
ズ
概
念

を
一
新
し
、
業
界
最
小
の
ヨ
コ
寸

法
50
㎜
（
従
来
比
3
分
の
2
）
と

し
た
ス
リ
ム
3
P
ブ
レ
ー
カ
を
開

発
し
、
動
力
分
電
盤
の
大
幅
な
小

型
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

宮
山　
ス
リ
ム
3
P
ブ
レ
ー
カ
な
ら

従
来
の
協
約
形
2
台
分
の
ス
ペ
ー

ス
に
3
台
入
り
ま
す
か
ら
、
動
力

分
電
盤
は
従
来
比
で
最
大
約
30
％

小
型
化
で
き
ま
す
。
違
う
視
点
で

見
れ
ば
従
来
品
と
同
じ
サ
イ
ズ
で

回
路
数
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ
と

も
で
き
ま
す
。

加
納　
既
存
の
分
電
盤
を
ア
イ
セ
ー

バ
コ
ン
パ
ク
ト
に
変
え
れ
ば
、
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
機
器

を
搭
載
す
る
こ
と
も
で
き
、
次
世

代
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
可
能
で
す
。

編
集
部　
機
能
面
で
の
特
長
は
。

片
岡　
安
全
性
・
利
便
性
に
関
し
て

次
の
特
長
が
あ
り
ま
す
。

•
ブ
レ
ー
カ
の
定
格
遮
断
容
量
向
上

（
当
社
比
）
…
協
約
形
3
Ｐ
ブ
レ
ー

カ
に
比
べ
、
定
格
遮
断
容
量
は
2
倍
。

（
2
・
5
k
A
→
5
k
A
）

•
段
違
い
端
子
構
造
で
安
全
な
絶
縁

距
離
の
確
保
…
従
来
と
同
等
の
適

合
電
線
サ
イ
ズ
で
施
工
可
能
。

•
A
C
/
D
C 
共
有
化
…
直
流
負

荷
の
増
加
を
見
据
え
、
直
流
回
路

に
対
応
。

•
カ
セ
ッ
ト
式
付
属
装
置
対
応
…
お

客
様
に
て
取
付
け
が
可
能
で
、
急

な
仕
様
変
更
や
短
納
期
に
対
応
可

能
。

編
集
部　
開
発
の
き
っ
か
け
は
。

片
岡　
近
年
、
店
舗
や
工
場
、
事
務

所
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
や

電
源
の
大
容
量
化
で
負
荷
回
路

数
が
増
加
し
、
分
電
盤
が
大
型
化
、

設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
分

電
盤
小
型
化
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
は

ず
、
と
考
え
2
0
1
4
年
に
開
発

に
着
手
し
ま
し
た
。

宮
山　
実
際
に
お
客
様
か
ら
要
望
を

お
聞
き
す
る
と
、
例
え
ば
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
情
報

端
末
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ド
ー
ナ
ツ
の

提
供
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
す

る
よ
う
に
な
り
、
店
舗
内
で
使
う

機
器
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
「
動

力
分
電
盤
を
小
型
化
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
も
活
用
し
、

開
発
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
！

編
集
部　
約
40
年
間
変
わ
ら
な
か
っ

た
サ
イ
ズ
を
変
え
た
と
い
う
の
は

ま
さ
し
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す

ね
。
開
発
に
当
っ
て
ど
う
い
っ
た

点
で
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
か
。

片
岡　
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
こ
と
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で
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の

絶
縁
距
離
が
取
れ
な
い
。
製
造

時
に
小
さ
く
て
組
立
て
し
に
く
い
。

施
工
時
に
従
来
の
電
線
サ
イ
ズ
が

入
ら
な
い
。
小
さ
く
す
る
こ
と
で

分
電
盤
の
温
度
が
上
昇
し
や
す
い
。

―
―
な
ど
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

の
は
大
変
で
し
た
。

宮
山　
既
存
の
配
線
を
そ
の
ま
ま
生

か
し
、
分
電
盤
だ
け
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
い
と
い
う
お
客
様
の
要
望

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
10
年
程
前

の
動
力
分
電
盤
と
の
互
換
性
を
追

求
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

編
集
部　
そ
れ
ら
課
題
を
ど
の
よ
う

に
し
て
解
決
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

加
納　
試
作
品
を
作
っ
て
は
、
テ
ス

ト
す
る
と
い
う
繰
り
返
し
で
す
。

幸
い
、
弊
社
に
は
充
実
し
た
試
験

設
備
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
で

試
験
が
可
能
で
す
し
、
3
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
を
使
っ
て
短
時
間
で
試
作

品
を
造
形
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

宮
山　
ま
た
、
高
圧
受
電
設
備
・
分

電
盤
等
の
電
路
資
材
か
ら
情
報
通

信
関
連
資
材
な
ど
幅
広
い
分
野
の

製
品
を
扱
う
総
合
メ
ー
カ
ー
な
ら

で
は
の
強
み
と
し
て
、
ブ
レ
ー
カ

開
発
部
門
と
分
電
盤
開
発
部
門
な
ど

異
な
る
部
門
間
の
連
携
が
し
や
す
い

こ
と
も
課
題
を
解
決
す
る
上
で
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

◇

編
集
部　
製
品
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

加
納　
展
示
会
へ
の
出
展
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
2
0
1
6
年
の

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
製
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
経
済
産
業
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

編
集
部　
最
後
に
、
読
者
の
電
材
卸

店
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

加
納　
弊
社
は
、
製
品
の
「
モ
ノ
価

値
」
に
「
コ
ト
価
値
」
を
プ
ラ
ス

す
る
こ
と
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
な

ど
の
技
術
革
新
に
対
応
す
る
新
た

な
価
値
の
創
造
に
注
力
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
耐
震
試
験
設
備
や

日
射
試
験
設
備
・
短
絡
試
験
設
備

な
ど
充
実
し
た
試
験
設
備
で
製
品

の
性
能
評
価
試
験
を
行
う
こ
と
で
、

安
全
・
安
心
な
、
よ
り
高
い
品
質

の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日
東
工
業
で
は
、「
安
全・安
心
な
製
品
を
お
客
様
の
も
と
へ
お
届
け
す
る
」と
い
う
品
質

方
針
の
も
と
、業
界
屈
指
の
充
実
し
た
試
験
・
研
究
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。そ
の
試
験

設
備
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

風雨試験設備…2017年に業界で初めて
暴風雨を模擬できるシミュレーション設備
を導入。

耐震試験設備…3軸同時加振により、実際
に発生した地震をより忠実に再現。

日射試験設備…業界初の3面同時照射可
能な太陽光シミュレーション設備により、
いつでも真夏の環境を再現し、熱的な影
響を確認。

防塵試験設備…IEC規格60529（JIS C 
0920）に規定されているエンクロージャ

（外郭）の防塵性を確認。

   

業
界
屈
指
の
試
験
設
備
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イチ推し
ご紹介
I C H I O S H I
！日東工業の感震ブレーカー

　

日
東
工
業
は
、業
界
初
と
な
る
感
震
リ
レ
ー

と
ブ
レ
ー
カ
が一体
化
し
た「
感
震
機
能
付
ブ

レ
ー
カ
」を
開
発
。 

住
宅
用
分
電
盤
お
よ
び

産
業
用
分
電
盤
に
取
付
け
可
能
で
、住
宅
以

外
の
工
場
、飲
食
店
な
ど
に
も
使
用
範
囲
が

広
が
り
、「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」の
普
及
促
進
に

貢
献
し
ま
す
。

❶
感
震
リ
レ
ー
と
ブ
レ
ー
カ
が
一
体
の
た

め
、基
本
タ
イ
プ
の
住
宅
用
分
電
盤
と

同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
、分
岐
回
路
数
で
感

震
機
能
の
追
加
が
可
能
で
す
。︿
業
界

初
﹀

❷
増
設
用
タ
イ
プ
は
既
設
分
電
盤
の
一
次

側（
電
線
か
ら
の
入
力
側
）に
取
付
け

可
能
に
し
た
こ
と
で
、住
宅
用
分
電
盤

お
よ
び
産
業
用
分
電
盤
な
ど
す
べ
て
の

メ
ー
カ
ー
の
住
宅
用
分
電
盤
に
対
応
可

能
で
す
。

❸
地
震
波
感
知
で
ブ
レ
ー
カ
が
動
作
し
た

場
合
、ラ
ン
プ
表
示
に
よ
り
漏
電
で
は

な
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。︿
業
界

初
﹀

❹
震
度
5
強
相
当
以
上
の
地
震
波
感
知
か

ら
自
動
遮
断
ま
で
の
時
間
を
３
分
、１

分
、即
時
よ
り
選
択
可
能
で
す
。

❺
感
震
セ
ン
サ
ー
に
３
軸
加
速
度
セ
ン

サ
ー
を
採
用
し
、横
揺
れ
に
加
え
縦
揺

れ
も
検
出
可
能
で
す
。

❻
ヨ
コ
寸
法
75
mm
の
ス
リ
ム
3
P
タ
イ
プ

を
機
種
追
加
。ア
ン
ペ
ア
ブ
レ
ー
カ
が
付

い
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
可
能
で
す
。

■ 

感
震
機
能
付

　
ブ
レ
ー
カ
の
主
な
特
長 感震機能付ブレーカ

感震機能付スリム3Pブレーカ

■動作フロー
震度5強相当以上の地震波を感知し、主幹ブレーカを自動遮断！
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オプション
太陽電池架台
（100W）

ポール

（お客様ご準備）

太陽電池
（100W）

独立電源盤
　オプション
　ポール用金具

［大容量］リチウムイオン蓄電池タイプ
取付例

太陽電池
（100W）

オプション
太陽電池架台
（100W）

ポール

（お客様ご準備）

独立電源盤
　オプション
　ポール用金具

［中容量］鉛蓄電池タイプ
取付例

独立電源システム

　

近
年
、I
o
T・公
衆
無
線
L
A
N・監
視

カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
普
及
に
伴
い
、商
用
電

源
確
保
が
困
難
な
場
所
に
省
電
力
の
通
信
機

器
な
ど
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

日
東
工
業
の
独
立
電
源
シ
ス
テ
ム
は
、商
用

電
源
に
依
存
せ
ず
、安
定
的
で
持
続
的
な
電

力
供
給
を
行
う〝
完
全
独
立
電
源
設
備
〟の

構
築
が
可
能
で
す
。

■ 

特
長

◦
独
立
電
源
盤
と
太
陽
電
池
を
標
準
セ
ッ

ト
と
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
で
す
。

◦
災
害
時
に
商
用
電
源
が
停
電
し
て
も
電

気
を
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地

球
環
境
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
小
容
量
】【
中
容
量
】鉛
蓄
電
池
タ
イ
プ

	

安
価
で
手
頃
に
独
立
電
源
シ
ス
テ
ム
を
構
築

◦
充
電
・
放
電
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が

で
き
る
サ
イ
ク
ル
ユ
ー
ス
用
の
蓄
電
池

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

◦
照
明
用
途
に
夜
間
タ
イ
マ
ー
機
能
を
備

え
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
搭
載
し
て
い
ま

す
。

【
大
容
量
】リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
タ
イ
プ
　

	

安
全
性
が
高
く
、長
寿
命
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
リ
ー
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
を
採
用

◦
2
0
，0
0
0
回
以
上
の
サ
イ
ク
ル
寿
命

（
期
待
寿
命
1
0
年
）を
有
し
て
お
り
、

交
換
作
業
に
か
か
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
が
削
減
で
き
ま
す
。

◦
シ
リ
ア
ル
通
信
で
、充
電
状
況
・
残
量
・

電
圧
・
電
流
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

可
能
で
す
。

太陽電池で発電した電気を蓄電池に蓄え、
各機器へ電気を供給します。

直流

直流
または
交流

太陽電池が発電していない場合でも、
蓄電池に蓄えている電気から各機器への給電が可能です。

昼　間 夜　間

各機器

蓄 電 給 電

直流
または
交流

各機器

給 電

発 電

さまざまなシーンでの電源確保が可能です。

動作の仕組み

気象計・
特定小電力無線

公共無線LAN 工事用照明・
騒音計

防犯カメラ スマートフォン
充電

農業 IoT 
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